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_

認
定
熱
回
収
施
設
設
置
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る

熱
回
収
施
設
に
お
い
て
熱
回
収
を
行
わ
な
く
な
っ
た

と
き
、
当
該
熱
回
収
施
設
を
廃
止
し
、
若
し
く
は
休

止
し
、
若
し
く
は
休
止
し
た
当
該
熱
回
収
施
設
を
再

開
し
た
と
き
、
又
は
当
該
熱
回
収
施
設
に
お
け
る
熱

回
収
に
必
要
な
設
備
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
の
五
及
び
第
七
条
の
四
関

係
）

`

_

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
指
定
都
市
の
長
等
が
行
う
こ

と
と
し
、
_

の
規
定
中
都
道
府
県
知
事
に
関
す
る
規

定
は
、
指
定
都
市
の
長
等
に
関
す
る
規
定
と
し
て
指

定
都
市
の
長
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
し
た
。（
第
二

七
条
第
二
項
関
係
）

２

大
臣
認
定
制
度
の
規
定
の
整
備
関
係

環
境
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
者
が
認
定
に
係
る
事
項

を
変
更
す
る
場
合
及
び
休
廃
止
等
を
す
る
場
合
の
認
定

及
び
届
出
に
係
る
規
定
を
整
備
し
た
。（
第
五
条
の
七
〜

第
五
条
の
一
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
条
の
五
〜
第

七
条
の
一
〇
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）関

係
）

３

輸
入
対
象
の
拡
大
に
伴
う
委
託
基
準
等
の
変
更
関
係

^

輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
を
委
託
す

る
と
き
は
、
処
分
又
は
再
生
を
委
託
す
る
も
の
と
し

て
許
可
を
受
け
て
輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
に
限
り
、
処

分
又
は
再
生
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
の
二
及
び
第
六
条
の
六
関
係
）

_

輸
入
さ
れ
た
廃
棄
物
の
処
分
又
は
再
生
を
委
託
す

る
と
き
は
、
委
託
契
約
書
に
そ
の
旨
に
つ
い
て
の
条

項
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
の
二
及
び
第
六
条
の
六
関
係
）

４

帳
簿
の
備
え
付
け
を
要
す
る
事
業
者
の
追
加
関
係

帳
簿
の
備
え
付
け
を
要
す
る
事
業
者
に
、
そ
の
事
業

場
の
外
に
お
い
て
自
ら
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
分
又
は

再
生
を
行
う
事
業
者
等
を
追
加
し
た
。（
第
六
条
の
四
関

係
）

５

廃
石
綿
等
の
埋
立
処
分
基
準
の
強
化
関
係

^

廃
石
綿
等
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
固
型
化
、
薬
剤
に
よ
る
安
定
化
そ
の
他
こ

れ
ら
に
準
ず
る
措
置
を
講
じ
た
後
、
耐
水
性
の
材
料

で
二
重
に
こ
ん
包
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
の
五
第
一
項
関
係
）

_

廃
石
綿
等
の
埋
立
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
埋
め

立
て
る
廃
石
綿
等
が
埋
立
地
の
外
に
飛
散
し
、
及
び

流
出
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
表
面
を
土
砂
で
覆
う
等

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
の
五

第
一
項
関
係
）

６

産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
の
更
新
期
間
関
係

産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
の
更
新
期
間
は
、
許
可

の
更
新
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
従
前
の
許
可
の
有
効

期
間
に
お
い
て
事
業
の
一
部
又
は
全
部
の
停
止
の
命
令

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
の
許
可
に
係
る
事
業
の

実
施
に
関
し
優
れ
た
能
力
及
び
実
績
を
有
す
る
者
と
し

て
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
七
年
と
し
、
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
五
年
と

し
た
。（
第
六
条
の
九
及
び
第
六
条
の
一
一
〜
第
六
条
の

一
三
関
係
）

７

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
の
合
理
化
関
係

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
（
都
道
府
県
内
の

一
の
指
定
都
市
の
長
等
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て

業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
及

び
産
業
廃
棄
物
の
積
替
え
を
行
う
区
域
に
お
い
て
業
と

し
て
行
お
う
と
す
る
産
業
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
に
係
る

許
可
を
除
く
。）に
関
す
る
事
務
並
び
に
当
該
許
可
に
係

る
変
更
の
許
可
、
届
出
の
受
理
、
命
令
、
許
可
の
取
消

し
及
び
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
事
務
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
指
定
都
市
の
長
等
に
権
限
が
委
任
さ
れ
な
い
事

務
と
し
た
。（
第
二
七
条
第
一
項
関
係
）

８

こ
の
政
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二

三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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G

10

保
存
期
間
が
満
了
し
た
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
移

管
先
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

11

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
目
録
の
作
成
及
び
公
表
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

12

個
人
に
係
る
不
開
示
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定

歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
当
該
情
報
の
本
人
が
利
用
請

求
を
す
る
場
合
に
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

13

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
第
三
者
に

関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
き
の
当
該
情
報
に

係
る
第
三
者
に
対
す
る
意
見
照
会
の
書
面
に
記
載
す
べ

き
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

14

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
利
用
の
制

限
に
関
す
る
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
と
き
の
当
該
意
見

に
係
る
行
政
機
関
の
長
に
対
す
る
意
見
照
会
の
書
面
に

記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

15

電
磁
的
記
録
で
保
存
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書

等
の
利
用
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

16

写
し
の
交
付
に
よ
り
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
す

る
場
合
の
手
数
料
の
納
付
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

◇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
（
政
令
第
二
四
九
号
）（
内
閣
府
本
府
）

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
法
律

第
六
六
号
）
の
施
行
期
日
を
平
成
二
三
年
四
月
一
日
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
政
令
第
二

五
〇
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

独
立
の
行
政
機
関
と
さ
れ
る
特
別
の
機
関
を
定
め
る

こ
と
と
し
た
。

２

行
政
機
関
の
施
設
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
施
設
で

あ
っ
て
、
国
立
公
文
書
館
の
設
置
す
る
公
文
書
館
に
類

す
る
機
能
を
有
す
る
施
設
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

◇
公
文
書
管
理
委
員
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
二
五
一
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

公
文
書
管
理
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）

に
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
不
服
審
査
分
科
会（
以
下「
分

科
会
」
と
い
う
。）を
置
く
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
一

項
関
係
）

２

分
科
会
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年
法
律
第
六
六

号
）
第
二
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
委
員
会
の
権

限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
を
つ
か
さ

ど
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

３

分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
等
の
指
名
、
分
科
会
長
、

分
科
会
長
の
事
務
、
職
務
代
理
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

と
し
た
。（
第
五
条
第
三
項
〜
第
六
項
関
係
）

４

委
員
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会

の
議
決
を
も
っ
て
委
員
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
七
項
関
係
）

５

委
員
会
の
定
足
数
及
び
議
決
に
つ
い
て
の
定
め
を
分

科
会
の
議
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
関
係
）

６

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
強
制
失
踪そ

う

か
ら
の
す
べ
て
の
者
の
保
護
に
関
す
る
国
際

条
約
（
条
約
第
一
四
号
）（
外
務
省
）

こ
の
条
約
は
、
拉ら

致
を
含
む
強
制
失
踪そ
う

を
犯
罪
と
し
て

定
め
、
そ
の
処
罰
の
枠
組
み
の
確
保
及
び
予
防
に
向
け
締

約
国
が
と
る
べ
き
措
置
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

い
ず
れ
の
者
も
、
強
制
失
踪そ

う

の
対
象
と
さ
れ
な
い
。

（
第
一
条
関
係
）

２

「
強
制
失
踪そ

う

」
と
は
、
国
の
機
関
又
は
国
の
許
可
、

支
援
若
し
く
は
黙
認
を
得
て
行
動
す
る
個
人
若
し
く
は

集
団
が
、
逮
捕
、
拘
禁
、
拉ら

致
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
自
由
の
は
く
奪
を
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
自

由
の
は
く
奪
を
認
め
ず
、
又
は
そ
れ
に
よ
る
失
踪そ

う

者
の

消
息
若
し
く
は
所
在
を
隠
蔽ぺ

い

す
る
こ
と
を
伴
い
、か
つ
、

当
該
失
踪そ

う

者
を
法
律
の
保
護
の
外
に
置
く
も
の
を
い

う
。（
第
二
条
関
係
）

３

行
政
文
書
か
ら
除
か
れ
る
歴
史
的
な
資
料
等
の
範
囲

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

４

法
人
文
書
か
ら
除
か
れ
る
歴
史
的
な
資
料
等
の
範
囲

及
び
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
一
年

法
律
第
六
六
号
）
の
別
表
第
二
に
定
め
る
法
人
に
お
い

て
法
人
文
書
か
ら
除
か
れ
る
文
書
の
区
分
の
方
法
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。

５

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
分
類
、
名
称
、
保
存
期
間

及
び
保
存
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し

た
。

６

保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル

等
の
移
管
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

７

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
記
載
事
項
、
記
載
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
期

間
及
び
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
閲
覧
場
所
の
公

表
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

８

行
政
文
書
管
理
規
則
の
記
載
事
項
を
定
め
る
こ
と
と

し
た
。

９

法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
記
載
事
項
、
記
載
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
期

間
及
び
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
閲
覧
場
所
の
公

表
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

17

こ
の
政
令
は
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
た
。G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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